
























































 
震災復興への取組みについて 

                   

019（624）5880 
団 体 名 岩手県商工会議所連合会 電 話 

（県連次長 佐藤 誠司 ） 

【企業・団体の本来の活動として】 

① 被災県内商工会議所支援 

 ・災害復興対策本部の設置について  

      ※会議所支援委員会と会員支援委員会  

 ・内陸部の会議所と沿岸会議所の横軸連携復興対策本部の立ち上げ  

・被災会議所訪問と緊急支援物資運搬（3月30日、4月8日、4月20日）  

 ② 横軸支援（職員派遣と物的支援）  

  ・宮古⇔盛岡 （窓口相談業務支援）  

  ・釜石⇔北上 （データ整理、電算システム等立上げ支援）  

  ・携帯電話 パソコン 印刷機 事務用品 自転車、バイク  

 ③ 要望活動 

   国、県、市、日商に対して県連合会として要望 

 ④ 岩手県産業復興相談センターの設立（東北被災３県の中で最速） 

   窓口相談から再生支援まで一貫した支援体制を確立させた。  

     ・9月30日 県中小企業再生支援協議会内に「岩手県産業復興相談センタ

ー」を設置、地元地域金融機関や全国銀行協会等の外部団体、外部支援 

機関等から、専門家の派遣を受け入れ、被災事業者からの相談を受                   

け付ける体制を構築。  

   また、被災沿岸部の商工会議所（久慈・宮古・釜石・大船渡）、商工    

会（洋野町・野田村・普代・田野畑村・岩泉・山田町・大槌・陸前高

田）に「産業復興相談センター事務所を置く。  

   ・10月3日 事務所の開所式を開催  

・10月7日 実際に相談業務を開始  

・10月7～26日現在の相談件数は、124件。  

     （内訳 来所件数67件、電話相談26件、訪問3件）  

 ⑤ 債権買取等を行う「岩手県産業復興機構」の設立支援 

    出資総額（想定）500億円（中小企業基盤整備機構8割、県内金融機関

及び県２割） 

 

震災復興への

対応・取組 

【社会貢献活動として】 

・被災地への訪問イベントや盛岡市内での支援イベントの開催による支援 

その他 ・盛岡商工会議所による会員事業所対象の義援金募集 

・日本商工会議所、仙台商工会議所と連携による遊休機械無償支援PJ 

 （第１号 宮古商工会議所管内7事業所へ機械設備28台の無償提供） 

・県内経済5団体による岩手県への平成28年度岩手国体について開催要望 

 



 





































  

 　もりおか復興支援ネットワーク資料（2011年12月5日、プラザおでって）

　

　

　　　　　　
心の病の人も、ご家族も、被災された方も…みんなが幸せに！

　
精神障害当事者・家族・関係機関・市民のネットワーク「盛岡ハートネット」

事務局：黒田大介（写真は古里・石巻市の大川小の壁画）

「3.11」と盛岡ハートネット



  

◇盛岡市内在住の精神障害者家族３人の提唱で２００７
　年１０月発足。精神障害当事者、家族、関係機関、市
　民のゆるやかなネットワーク。保健師、精神科医、臨
　床心理士らを講師に、震災前までは計１７回、２～３
　カ月に１回ペースで例会を開催。震災後は７月から毎
　月１回、お茶っこの会を開いています。

◇設立趣旨は「当事者、家族、関係者、市民がつながり、
　対話し、相互理解を深めよう」

◇参加資格なし。誰が参加してもいいです。法人格、会
　則、代表、事務所…いずれも、ありません。補助金も
　年会費もなく、例会ごとに参加費数百円で運営。

◇最低限の取り決め＝４つのルールしかないネットワー
　クです。形にはこだわらず、一人一人のニーズを大切
　に、ニーズを反映する仕組みづくりを模索しています。

盛岡ハートネットとは？



  

①代表は選びません。参加された皆さん一人ひとりが主役です。

　→事務局はあくまで裏方です。

②お金ない人は参加費払わなくてもいいです。世の中お互い様。

　→お金がない人にこそ必要な集まりだと思います。

③安心し楽しくおしゃべりしましょう。プライバシー厳守です。

　→ゆるやかな集まりですが、個人情報は大切に！

④大事なことはみんなで決めよう。みんなのハートネットです。

　→アンケートの記述や事務局に寄せられる参加者の「声」や
　　ニーズを生かした例会のテーマ設定を心掛けています。

会則はないけれど…４つのルール



  

◆最初は精神障害者家族会の延長
　岩手県精神障害者家族会連合会（岩家連）の第３０回記念盛
　岡大会で知り合った家族会・関係機関を中心に案内を配布し
　発足。第１回～第４回例会ぐらいまでは、参加者は精神障害
　者家族が中心の集まりだった。

◆だんだん当事者・家族・関係機関・市民のネットワークに
　第８回例会「キラりん一座ｉｎ盛岡」で、優れた当事者活動
　を盛岡のみなさんに紹介するなど、例会を積み重ねるうち、
　家族のみならず当事者・関係機関・市民の参加も増え、盛岡
　以外からの参加者も増えてきた。

◆だんだん市民団体としての側面も
　シンポジウム「心とお金の悩み解決」や第１２回例会「自殺
　予防　私たちにできること」など自殺予防に取り組み、自殺
　予防民間団体ネットワーク「さん・Ｓｕｎネット」に加盟。
　震災後は７月から「お茶っこの会」を毎月開催。もりおか復
　興支援ネットワークにも加盟！

盛岡ハートネットの歩み



  

（２００７年１０月９日・盛岡市福祉総合センター）
講師：盛岡市の障害福祉＆精神保健担当のみなさん
参加費：３００円　参加者：６０人

第１回例会「盛岡市の精神保健福祉サービス」



  

（２００７年１２月５日・もりおか女性センター別館）
講師：ソーシャルサポートセンターもりおかの精神保健福祉士
参加費：２００円　参加者：３５人

第２回例会「困ったら相談しよう」



  

（２００８年２月１２日・もりおか女性センター別館）
講師：紫波町ベテラン保健師八重嶋幸子さん
参加費：３００円　参加者：４２人

第３回例会「紫波町の精神保健福祉活動」



  

（２００８年６月４日・もりおか心のクリニック）
講師：院長上田均さん＆副院長高橋政代さん
参加費：２００円　参加者：７０人

第５回例会「これからの統合失調症薬物療法
　　　　　　　　　　　＆クリニック時代の精神看護」



  

（２００８年８月２６日・プラザおでって・盛岡市と共催）
講師：精神科医・智田文徳さん
　　　盛岡市消費生活センター・吉田直美さん
参加費：無料　参加者：２００人　寸劇の上演も！

第６回例会　シンポジウム「こころとお金の悩み解決」



  

（２００９年１月３１日・プラザおでって）
第１部：キラりん一座（「心の病と共に生きる仲間達連合会キララ」
　　　　メンバー）による演劇「心　天気になあれ！　Ｐａｒｔ２」
第２部：キララメンバーと保健師北川明子さんのメッセージ
第３部：おしゃべり交流会

参加費：５００円
参加者：１００人

第８回例会「キラりん一座ｉｎ盛岡」



  

（２００９年３月２５日・プラザおでって）
講師：岩手大教授・臨床心理士　山口浩さん
参加費：３００円　参加者：５０人

第９回例会「カウンセリングを学ぼう」



  

（２００９年６月９日・県精神保健福祉センター会議室）
講師：ルーテル学院大教授　増野肇さん
参加費：午前の部（講演）２００円
　　　　午後の部（サイコドラマワークショップ）１０００円
参加者：９０人

第１０回例会「生きていくチカラ」



  

（２００９年１２月４日、プラザおでって）
第１部：自殺未遂者の想い（事務局が４人の手記を代読）
第２部：精神科医・智田文徳さん講演
第３部：保健師北川明子さん＆キララメンバーのグループワーク
参加費：３００円
参加者：９０人

第１２回例会「自殺予防　私たちにできること」



  

映画「精神」盛岡上映会（共催事業・第１４回例会）

（２０１０年５月３０日・プラザおでって）
映画「精神」盛岡上映会実行委員会主催
盛岡ハートネット・ＣＩＬもりおか・SSCM共催
ドキュメンタリー映画「精神」昼夜２回上映

監督・出演者メッセ
ージ発表、主催者の
思いや感想発表など
「トーク」の時間も

チケット１０００円
来場者３７０人
益金２５万８８１円
（自殺予防に役立て
てもらうため、盛岡
いのちの電話に寄付）



  

　 

第１６回例会「ＡＣＴ（アクト）を学ぼう！」

（２０１０年１２月１１日・盛岡市総合福祉センター）
講師：久永文恵さん（コンボＡＣＴ－ＩＰＳセンター）
参加７０人、参加費５００円
例会に引き続き、第１回地域生活支援＆ＡＣＴ勉強会も開催



  

　 

第１７回例会「働くために」

（２０１１年３月５日・プラザおでって）
参加１１０人、参加費３００円
第１部：当事者３人が就労体験や思いを発表
第２部：堀野修さん（岩手障害者職業センター）講演
第３部：グループワーク



  

◆盛岡ハートネット例会案内送付者数＝560人・団体

　第１回～第４回例会までの参加者＝123人（家族会員中心）

　第５回～第１７回＝437人（独自開拓が中心）

◆参加者の世代は、10代～80代まで幅広い
　疾患種別はさまざま。性別は女性が３分の２を占める

◆内訳は当事者、家族、関係機関がそれぞれ３割ぐらい
　残り１割ぐらいが市民　　　 （2011年 ３月５日現在）
　
◆ブログアクセス＝約16万件  （2011年12月２日現在）

　参考：岩手県の精神障害者数＝＝＝＝1万7131人
　　　　入院患者数  ＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝4638人
　　　　通院医療費公費負担受給者数＝1万2493人

（2006年3月末現在）

数字で見る盛岡ハートネット



  

　 

「3.11」以後の活動
●被災直後～これまで…日ごろのつながりを生かした活動

◇沿岸各地のハートネット参加者の安否確認
　→電話、メール、手紙。住所地を訪ね歩き差し入れも
◇チラシ「東日本大震災で被災された皆様へ」作成、配布

●復興期…小さな取り組みをベースに活動再構築

→岩手では盛岡市内に精神科病院が集中。震災後、沿岸部
　の病院から転院してきた方が少なからずいるのでは？

◇安心しておしゃべりできる小さな集まり「お茶っこの会」
　を７月から月１回、盛岡市総合福祉センターなどで開催

→特にも「災害以前から精神疾患の既往のある人」や「孤
　立状況にある人」といった、困難な状況下にある方々と
　つながれればうれしいです！



  

　大震災では、多くの「つながり」が失われました。大切
な人、家財、慣れ親しんだ浜の光景…。
　一方、精神障害者・家族になるとは、さまざまな「つな
がり」が希薄になるということでもあります。同級生、友
人、親戚、ご近所といった「つながり」、さらには家族の
「つながり」までもが、この病気になったことで希薄にな
り、ときに、断ち切られます。
　そこには、差別や偏見で、病気のことをオープンにでき
ない、病気に伴う生きづらさが周囲になかなか理解されな
い、ということもあるでしょう。
　まして、心の病を抱えながら被災された方の苦しみ…。

　盛岡ハートネット事務局として４年間、さまざまな困難
を抱えつつ孤独の淵にある人と、いかにつながるかを模索
してきました。だから、大震災という有事に際しても、ハ
ートネットだからこそできることをやっていきたいです。

つながりを大切に



  

　 

お茶っこの会

　内陸在住の人も、内
陸に引っ越してきた人
も、震災で悲しみの淵
にある人も、震災以外
のことで悩みを抱えて
いる人も、思いの丈を
語りたい人も、のんび
りしたい人も…それぞ
れのペースを尊重する
集まりになればいいな
と思ってます。
　震災で失ったものは
多い。でも、少しずつ
新たなつながりをつく
っていきませんか？



  

　 

第１回「お茶っこの会」
　（２０１１年７月３０日、盛岡市総合福祉センター）

お茶＆お茶菓子＝陸前高田市特集。参加費３００円
　県立大の学生さんがボランティアに来てくれました！



  

　 

第２回「お茶っこの会」
　　（２０１１年８月２０日、盛岡市総合福祉センター）
　お茶＆お茶菓子＝大船渡市特集。参加費３００円
　　ゲスト＝ＷＲＡＰ（ラップ）研究会いわて（盛岡市）



  

　 

第３回「お茶っこの会」
　　（２０１１年９月２３日、盛岡市プラザおでって）

お茶＆お茶菓子＝釜石市特集。参加費３００円
ゲスト＝心の病と共に生きる仲間達連合会キララ（一関市）



  

　 

第４回「お茶っこの会」
　（２０１１年１０月２９日、盛岡市総合福祉センター）
　　お茶＆お茶菓子＝宮古市特集。参加費３００円
ゲスト＝五十嵐純子さん（地域活動支援センターみやこ）



  

　 

第５回「お茶っこの会」
　（２０１１年１１月２７日、盛岡市総合福祉センター）

お茶＆お茶菓子＝各自が持参。参加費１００円



  

　 

震災復興と心のケア
　「やがて被災地は『ハネムーン期』を終えて『幻滅期』
に入っていく…。この『幻滅期』を越えて、私たちは再建
に向かわなければならない。それは〈心の傷〉を見て見な
いふりをして前進することではないだろう。
　多数派の論理で押しまくり、復興の波に乗れない〝被災
の当事者〟でありつづけている人たちを、忘れ去ることで
はないはずである。」
　安克昌『増補改訂版　心の傷を癒すということ－大災害精神医療の臨
　床報告』（作品社、２０１１年）より引用。安先生は、阪神大震災で
　被災者の心のケアに尽力し、若くして亡くなった精神科医です。

◇大震災からそろそろ９カ月。今後、復興に向かう「多数
派」と、復興の波に乗れず「被災の当事者でありつづける
人たち」との格差の拡がりが懸念されます。
　盛岡ハートネットは、これまで培ってきたつながりを大
切に、震災以前から心の病を抱えている方はむろん、震災
後に新たな精神的課題を抱えた方にとって、安心・安全感
のある場を提供し、つながり続けていきたいと思います。



  

　 

参考：盛岡ハートネット事務局の活動

●県立大社会福祉学部精神保健福祉援助実習講師（７月６日）
　「家族の視点、家族会活動の視点…を踏まえたネットワー
　　ク活動＆災害時心のケアについて」
●これからのくらし仕事支援室「パーソナルサポート支援者養
　養成講座」講師（７月１６日、県民生活センター）
　「精神障害当事者・家族のネットワーク活動…を踏まえたパ
　　ーソナルサポーターへの期待」
●ＮＰＯ法人地域精神保健福祉機構・コンボ発行のメンタルヘ
　ルスマガジン「こころの元気＋」８月号に寄稿
　「３・１１震災レポート『心のケアを支える〝心〟岩手の保
　　健師たち」
●コンボ、精神・神経科学振興財団主催「リカバリー全国フォ
　ーラム２０１１」（９月８～９日、東京）の分科会２１「東
　日本大震災 被災体験とその支援から学ぶ」で、岩手の災害〜
　時心のケア活動や盛岡ハートネットの取り組みを紹介
●宮古圏域障がい者福祉推進ネットの精神障害者家族懇談会講
　師（１１月２０日、宮古地区合同庁舎）
　「つながりを大切に！」



  

　 

気軽にご連絡ください
◆盛岡ハートネット事務局：黒田大介
　（石巻市出身、盛岡市在住。本業は岩手日報学芸部記者で、
　　音楽と考古学を担当しております）

携帯：０９０－２８８３－９０４３

パソコンメール：yukapyon@estate.ocn.ne.jp

携帯メール：opentolove@ezweb.ne.jp

盛岡ハートネットブログ「Open, to Love」
　　　　　　　　　http://opentolove.exblog.jp/

→携帯番号もメアドもオープンにしていただいて構いませ
　ん。この資料の詳細については、すべてブログに収録し
　ていますので、ご覧ください。「盛岡ハートネット」で
　検索するといっぱい出てきます。 
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盛岡ＹＭＣＡの使命 
 

私たち、盛岡ＹＭＣＡは、イエス・

キリストによって示された生き方に

学びつつ、豊かな自然と歴史的伝統

に満ちた岩手の地で、こども、家

族、地域とともに公正で平和な世界

の実現を目指します。 

一人一人のボランティアを 

 

田澤嘉紀（埼玉県警勤務、盛岡YMCAリーダーＯＢ） 

はじめに、この度の東日本大震災においてお亡くなりになられ

た方々のご冥福をお祈りすると共に、被害に遭われた全ての方々

にお見舞い申し上げます。 

 そして、ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンターの開設にご尽力い

ただいた皆様、そこで活動してくださっている皆様に宮古市出身

の一人として深く感謝申し上げます。 

 現在は仕事のため埼玉県内に住んでおりますが、私の地元は宮

古市であり、震災直後に映し出された宮古市やその他の沿岸地域

の被害状況を目の当たりにし、これまでに感じたことの無い絶望

感と深い悲しみを感じました。 

幸い、私の実家は海から離れた地域であり、家はもちろん家族

にも被害はありませんでしたが、地元から遠く離れた自分に何か

できることは無いかと考え、出した答えが「同級生の安否情報の

共有化」でした。 

 私がしたことといえば断片的に手に入る安否情報をまとめ、

メールアドレスのわかる人に一斉に送信するというたったそれだ

けのことだったわけですが、皆に感謝され安心を与えられただけ

でなく、一層の絆を深めることができました。 

 こうしたアイデアを思いつき、そして実際の行動に移させてく

れたのも、私が学生時代に盛岡ＹＭＣＡでリーダーをしていた経

験の賜物かなと今は思います。 

 ＹＭＣＡで活動した数年間はこれまでの人生において、最も充

実していた時期でした。 

 自分で言うのもおかしいですが、私のボランティア精神は間違

いなくＹＭＣＡで培われました。 

 これまでは、ボランティアというと何か特別なことのように感

じていた人は多いと思いますが、今回の大震災を契機に人々の心

の中のボランティア精神が一気に開花したように思います。 

今後も一人一人が誰かのためにちょっと何かをしようと考えそ

れを行動に移せば、それだけで立派なボランティアですし、皆が

今の気持ちを忘れなければ、東北はもちろん日本全体がもっと豊

かになっていくと思います。 

盛岡YMCA宮古ボランティアセンター活動報告 3月～9月 

編集発行人： 濱塚有史 発行所： 特定非営利活動法人 盛岡ＹＭＣＡ 岩手県盛岡市本町通3-1-1 

 ＴＥＬ 019（623）1575 e-mail: morioka@ymcajapan.org  URL: http://www.ymcajapan.org/morioka/ 



 盛岡YMCAは、日本基督教団宮古教会のご協力で3月18より、スタッフ、ボランティアが現地に入り、その後、全

国YMCAの支援のもと、YMCA宮古ボランティアセンターを開設し、地域の復興支援の活動を開始しています。地域

の被災した家屋の掃除のお手伝いをしたり、避難所をまわり、その様子を社会福祉協議会に連絡したり、関係諸

団体と連携しながら活動を行い現在にいたっています。4月10現在、YMCAの派遣する第3次ボランティアグループ

が現地で活動しています、盛岡YMCAは、今後も継続してこのセンターを中心に支援を行っていく予定です。以

下、先遣隊として現地に入った伊藤眞太郎ディレクターからの報告です。 

 

3月21日（月） 
 東日本大震災から11日目、海岸線ではいまだに家が二重、三重に

重なり、車や船がそこら中に転がっている。宮古市からの放送で

は、道路に出している家のゴミ、瓦礫を撤去する案内が毎日放送さ

れているが、なかなか進んでいない。電気や水道が通っていない地

域も少なくない。ヘドロが乾き、砂塵が舞っている。 

 避難所で暮らす人たちの1

日は、朝起きて避難所で与

えられた役割をこなした

後、半壊した自分の家の片

付けへと出かける。しか

し、大半の方々は老人でタ

ンスや泥まみれの布団や畳

などが運べず、作業が進ん

でいない。現地ボランティ

アは主に地元の高校生が手

伝ってくれているが圧倒的

に人手がたりない。 

3月22日（火） 
 今日は、宮古小の避難所で出会った

Mさん宅の片付け作業を手伝った。Mさ

んは、一人暮らしで、家の被害を見て

希望を失い、家の前でじっと家を見つ

めるだけだったり、避難所の中で1日

中過ごしていたりしていたと言う。し

かし、一緒に作業をし、少しずつ家の

中が片付いていく中で、少しの笑顔が

戻ってきた。 

3月23日（水） 
 本日より、横浜YMCAから2名、日本YMCA同盟からの派遣で

山の会からハイパーボランティアの方々3名が合流。被災さ

れた方々の状況は、刻々と変化している。希望を見出した

り、生きる力が沸いてきたり、しかしまた諦めたり、無力感

に押しつぶされそうになったり、抱えこんでしまったり。 

 被災された方が言っていた。津波から生き残るための鉄則

が沿岸地域にはある。それは、家族や親戚、財布や通帳など

と一緒に逃げず、とにかく自分の命を守ること、今回の津波

でも生き残った方や、残った船は、この鉄則を守れた方が多

いと聞く、船や家族の心配もあるが、鉄則を守り、沖へ全速

力で逃げた船。陸の人は家族を探す、助けに行く前に自分の

命を守った方。逆に戻った方々のほとんどは逃げ遅れ波にの

まれてしまったと言う。

なんて、悲しく、つらい

鉄則だろう。被災し、非

難している方々は、私た

ちが想像もつかない苦し

みをひとりひとりが抱え

ている。だからこそその

ひとりひとりの心に私た

ちが寄り添うことが必要

だ。人は一人では生きて

いけない、寄り添い、励ましあって生きていくもの。そうす

れば、この地震・津波もいつかは乗り越えられるだろう。 

3月24日（木） 
 新たに作業をする場が確実に広がっている。Mさん宅での

作業中に更に2件のお宅から撤去を手伝ってほしいと要望を

受けた、今後も支援できるエリヤを広げ、ひとりでも多くの

被災者に寄り添うことで、力となり、希望や勇気を与えるこ

とができたらと思う。人数が増えたことで、様々なことが1

日でできるようになったことはとても大きな意味がある。 

 今日は各避難所を回ることができた。県内の先生がたがボ

ランティアで入っている所も多く、4月からその先生たちが

いなくなった後のボランティア不足が懸念されている。 

上の写真は宮古市の重茂半島、赤前地区の写真。上記の写真の

ように、残っている家屋には自衛隊が入り安否確認を行い、

「済・○・×」のサインを示してから重機による撤去作業が行

われているため、なかなか作業が進まないのが現状。 

宮古教会の隣の家屋の様子。お年寄りが住んでいたため、一人では作業ができなく、

私たちのようなボランティアが協力している。 （左下）の写真の片付けた後の写真。

床が海水に浸かり腐って抜けてしまった。 



 宮古レポート① 
  
 アドベンチャークラブの会員、千葉優ちゃんは、昨

年盛岡の小学校から宮古の藤原小学校に転校しました

が、その後もはるばる宮古からYMCAの活動に参加して

くれていました。 

 １８日、宮古に着くと千葉優ちゃんの安否を確認す

るため避難所を回りました。優ちゃんが住んでいる地

区も被害がひどく、信号機はついてなく、道路にはそ

れぞれの家から出された瓦礫の山が続いていました。

避難所を4か所回ったところでようやく優ちゃんを見つ

けることができました。通っている藤原小学校よりも

高台にある避難所にいました。３月末に予定していた

２泊３日のキャンプに参加予定で、キャンプの中止を

伝えると残念そうな顔をしていました。無事に会え

て、震災後もキャンプを楽しみにしていてくれたこ

と、嬉しかったよ！また、キャンプで会いましょ

う！ 
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東日本大震災YMCA 

救援復興募金のお願い 

 今後、被災地への支援は、長期的に行われて行きます。リアス式海岸の入り江ごとに点在する被災地の復興

は、今までの震災に比べ、さらなる困難と長期化が予想されます。 

 盛岡YMCAは、全国のYMCAの支援を受け、長期的な支援を宮古をベースに行っていく予定です。皆様のご協力

をお願い申し上げます。 

 ●救援・復興募金は、次のいずれかの方法でご納入いただけます。 

      ① 郵便振替（同封の振込用紙をご利用下さい。） 

       ② 銀行振込み（下記口座にお振込み下さい） 

        北日本銀行本店 普通預金 

        口座番号：7029115 

           名  義：盛岡YMCA東日本大震災被災地支援口 

            理事長 石渡隆司 

YMCA宮古災害ボランティアセンター 

初期活動の形態（第1次フェイズ） 

地域 避難所 在宅被災者 

YMCA宮古 

ボランティアセンター 

宮古市 

社会福祉協議会 

ボランティア派遣 

共同・情報交換 

盛岡YMCA 

★全国YMCAへの情報発信 

★スタッフの派遣養成 

★地元大学、NPOを通してのボラン

ティアの派遣体制の確立 

YMCA同盟、全国YMCA 
★ボランティアコーディネイターの派遣 

スタッフ、ボランティアの派遣 

 YMCAの救援・復興活動の特色は、当該地域における多岐にわたるYMCAプログラムの実績

により、参加者、保護者、地域の方々から厚い信頼の積み重ねで、すぐに心と心をつなぐ

活動ができること。地域行政・学校・キリスト教会などとのネットワークを存分に活かし

てその地域のニーズに沿った活動を展開できることです。今回の震災におきましても、特

に子ども、お年寄り、外国人の方々にも注力しながら、被災のストレスを軽減し、生きる

元気を取り戻していただけるよう現地のニーズにあった活動を長期的に実施してまいりま

す。状況によって変化しますが、おおよそ下記のような段階で活動を行う予定です。 

★ 第1次フェイズ 先遣隊派遣、緊急物資の配送・配給、ボランティア拠点等の立ち上

げ、他団体との連絡調整・情報収集（即日ー2週間程度） 

★ 第2次フェイズ 計画的なスタッフ派遣、ニーズ聞き取り等（１ヶ月）安全の確保や

現地受け入れ状況が整えば、ボランテイィア組織（受け入れ/派遣） 

★ 第3次フェイズ 心のケア、トラウマカウンセリング、中、長期的な自立支援等 

 



盛岡ＹＭＣＡ 
宮古ボランティアセンター

ニュース ５月号 

 

盛岡ＹＭＣＡの使命 

私たち、盛岡ＹＭＣＡは、イエス・キリストに

よって示された生き方に学びつつ、豊かな自然と

歴史的伝統に満ちた岩手の地で、こども、家族、

地域とともに公正で平和な世界の実現を目指しま

す。 

1. こどもたちの個性を大切にし、それぞれの夢

や希望、生きる力を育みます。 

2. 家族の絆といのちの大切さを深め合います。 

3. 共に生きるために、異なった文化、多様な価

値観と出会う場を提供します。 

 盛岡YMCA宮古ボランティアセンターに計3週間派遣された経験から感じたこ

とを報告いたします。 

 宮古ボラティアセンターは、日本基督教団宮古教会が津波で被災（会堂内1.2ｍ浸

水）しながらも、森分和基牧師が一人で関係者安否確認、近隣支援に奔走し、やが

て盛岡YMCAが3名の人間を派遣したことから、3月下旬より本格的な地域支援活動

へ発展しました。 

 北海道、横浜、富山、同盟といったYからスタッフやOB等がこれまでに派遣さ

れ、過酷な現場でも自己完結し、最低でも1週間は滞在できる魂の熱い登山家の方

たちと協力関係を持ちながら、教会堂で衣食住を共にしつつ、ボランティア活動を

行っています。（詳細はブログ「被災地にクライマーを送る会」をご覧ください。

http://climber311.blogspot.com/） 

また岩手大学とも協働をしており、チャーターバスで多くの学生を派遣してともに

活動しています。 

 宮古ボランティアセンターは、宮古市社会福祉協議会運営のボランティアセン

ターと協力関係を保ちつつも、別個の民間のボランティアとして、近隣住民の支

援、避難所支援をしています。 

 その目的は「被災地の方々が、日常に戻るための支援」です。瓦礫の撤去などの

作業第一ではなく、顔の見える関係を作りながら、被災地の方々に少し元気になっ

てもらえることは何かを模索しながらの活動を積み重ねてきました。また行政の支

援からこぼれ落ちる人たちのことも探しつつ、活動をしています。現在は、引越し

作業の依頼が多いようです。 

 私は阪神淡路大震災のときに神戸YMCAスタッフとして、長田の町で1年半震災

復興活動を体験しました。阪神淡路大震災では4～50キロの範囲で約30万人が被災

しましたが、今回は約400キロの範囲で約40万人被災。死者行方不明者は約4倍の規

模で、まだ半数近くの方のご遺体さえ見つかっていません。津波の圧倒的な破壊力

には、神戸の町が焼け野原になって行くのを見た私でも、想像を超えるものがあり

ました。自分の家の周りが数キロにわたって瓦礫一つさえも残っていないヘドロの

海になるなど、誰が想像したでしょうか。 

 明らかに復興には阪神淡路のときよりも２～３倍の期間と労力がかかります。腹

を据えて、それぞれのYMCAはまず自分達の仕事を一生懸命やり、その上で、細く

とも、長くしぶとく支援活動を続けて行く必要があります。 

 東北の方たちは我慢強く、心優しい方が多いです。苦しみ悲しみも心の中に押し

とどめ、私たちボランティアに「ありがとう」と頭を下げる方たちです。早く地元

の運営によるボランティアセンターの活動が確立すればと、強く願っています。子

ども達、高齢者、障害者のみなさんへの息の長い支援が求められます。ともに祈り

を合わせ、考え、行動しましょう。 
 

  

  

 被災地の方々が日常に戻るための支援 
                        

（日本YMCA同盟東山荘 佐久間眞人） 
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 今後、被災地への支援は、長期的に行われて行きます。リアス式海岸の入り江

ごとに点在する被災地の復興は、今までの震災に比べ、さらなる困難と長期化が

予想されます。 

 盛岡YMCAは、全国のYMCAの支援を受け、長期的な支援を宮古をベースに行って

いく予定です。皆様のご協力をお願い申し上げます。 

●救援・復興募金は、次のいずれかの方法でご納入いただけます。 

    ① 郵便振替（同封の払込取扱用紙をご利用下さい。） 

   口座記号番号 02290-9-54655  

     ※通信欄に 東日本大震災被災地支援募金とご記入下さい。   

    ② 銀行振込み（下記口座にお振込み下さい） 

        北日本銀行本店 普通預金 

        口座番号：7029115 

           名  義：盛岡YMCA東日本大震災被災地支援口 

            理事長 石渡隆司 

 盛岡YMCA宮古ボランティアセンターの活動 

  

盛岡YMCA宮古ボランティアセンターには、3/18から現在まで、全国のYMCA第5次

にわたるディレクターとボランティアの派遣

が行われ、1週間から2週間の期間のサイクル

で交代しながら、継続的に進められていま

す。 

 ディレクターはこれまで、盛岡YMCA、横浜

YMCA、北海道YMCA、富山ＹＭＣＡ、日本YMCA

同盟などから派遣され、ボランティアは、山

岳家グループと宮古教会並びに周辺在住の

方々となっています。4月中旬からは、岩手

大学との連携で、一週間に5回程度、盛岡か

ら日帰りボランティアとして一日約5時間のグループ活動を進めています。現在

に至るまでのべ1.000名を超えるボランティアが

被災地の支援活動を行っています。 

 4月中旬には、YMCAのサポート団体であるワイ

ズメンズクラブ富士山部のメンバーから、被災地

域での活動に役立てて欲しいとの申し出があり、

軽トラックをお借りすることができました。富山

ＹＭＣＡから１ヶ月間提供された車と合わせて2

台が使えることとなり、到着直後から荷物の運び

出しや搬入、ボランティアの移動など多方面に活

躍しています。 

 現在の主な活動は、瓦礫の撤去、住居や側溝のヘドロの除去を行っています。

市民の方々からもYMCAの活動が理解され、ボランティアセンターのある宮古教会

周辺の活動から遠方の地区からの要望も口コミで

増えてきました。 

 4月30日（土）には、盛岡YMCA宮古ボランティ

アセンターを拠点にボランティア活動を行ってい

る岩手大学の学生ボランティア「天気輪の柱」皆

さんが企画し、宮古市花輪地区で被災した方々を

招待しお花見を行うなど盛岡YMCA宮古ボランティ

アセンターを通して活動の範囲も広がってきてい

ます。 

      表紙の写真から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 盛岡YMCA宮古ボランティアセンターには、全国

の関係者、山の会メンバー、岩手大学の学生など

全国からボランティアが集まってきています。飛

び交う方言も様々。多いときには、30名超える人

たちが会場を提供してもらっている日本基督教団

宮古教会の会堂に寝泊りし、活動行っています。 

 盛岡YMCA宮古ボランティアセンターでは、ミー

ティングを重視してます。午前中、作業の出発前

に1回、午後の作業前に1回、夜に1回と計3回の

ミーティングを実施しています。ミーティングを

通して被災されている方々の状況や、作業のやり

方、方針などの情報を常にボランティア同士で共

有しながら次の活動につなげていっています。 

 人生経験を積んだ社会人の方々が若者のように

熱く、被災された方々のことを考え、愛情をもっ

て知恵を出し合いワークを進めていく様子は、特

に一緒に活動を行っている学生ボランティアに

とっては、大きな学びの場にもなっています。 

いつの間にか、活動を共にした仲間が宮古を去る時には、記

念写真を撮ることがセンターの恒例行事に。 

  

4月23日（土）いわて県民情報交流センターで第1回災害ボランティア養成

講座を岩手大学と共催で開催しました。盛岡YMCA宮古ボランティアセン

ターでコーディネーターとして活動した佐久間真人さん（日本同盟）が講

師を務め、約70名の市民の皆さんが熱心に耳を傾けました。佐久間さん

は、1995年阪神大震災で被災しその後長田地区で1年半ボランティアコー

ディネーターに従事した経験から以下のポイントを語ってもらいました。 

◆ 現地ボランティアの姿勢 
「安易な支援は、心の復興や自立の芽をそく形になる。ボランティアは、

特別なことをやりすぎず、非日常から日常に戻っていく手助けにとどめ

る。ボランティアへの拒否反応が出ている被災者もいるので、まずは関係

作りを」 

 

◆ 心配な点 
「避難所の子どもたちは、大人の顔色をうかがっておとなしく生活してい

る。ボールを持って行ったら目を輝かせ、大人のいないところでキャッチ

ボールを始めた。阪神大震

災の時は、いつもの遊び場

に仮設住宅が建ってしまっ

ていた。子ども時代を子ど

もらしく過ごせないと、

ベースになる心が育 

たない。自分の感情をコン

トロールできない大人に

なってしまう可能性があ

る。これが一番怖い。子ど

もは大人より優先順位を高

くしてほしい。」 

◆ 震災と向き合う 
「現地に行かなくとも、やらなければいけないことがたくさんある。募金

をはじめ、もう一度家族で防災について話合ったり、地域のコミュニ

ティーはあるか確認したり、身の回りを見直していくことが必要。 

第1回 災害ボランティア養成講座 



地域と共に 
 

▲写真左は、掘田さん。宮古在住。家が全壊し、

ＹＭＣＡのボランティアが作業をしに行く中でい

つの間にかボランティアに加わってくれるように

なった。地元のことをいろいろと教えてくれる。 

 ヘドロの除去等、作業はベテラン。入れ替わり

やってくるボランティアに作業の手順を教えてく

れる。棟梁と呼ばれている。 

 堀田さんの隣は、近所のおばあちゃん。訪ねて

くるボランティアの名前を壁に張ってくれてい

る。後ろの似顔絵は大阪から来たＹＭＣＡのス

タッフが描いたもの。 

活動は、床板はがしや側溝のヘドロ除去な

どの力仕事が多く、バールを使ったりと慣

れない作業で大変ですが、宮古の方々にあ

りがとうと言って頂いて嬉しかったです。

微力ではあると思いますが、これからも続

けていきたいです。そして宮古の方と深い

つながりを築いていければと思います。 

岩手大学 ４回生 萩原亜弥香 

盛岡YMCA宮古ボランティアセンター3ヶ月の活動 

 盛岡YMCAは、3月18日より日本基督教団宮古教会のご理解のもと教会を活動拠点に「盛岡YMCA宮古ボランティア

センター」を開設しました。現在に至るまで全国のYMCAから派遣される、職員、ボランティア、またクライマーの会

の皆さんの協力を受けて支援活動を行っています。 

 5月末日段階でのべ、1.473名のボランティア、424名の職員が活動を行っています。 

4月、家の掃除をした後、床下には、

ヘドロがたい積している。床板をは

がし、ヘドロをスコップで掬い取る

作業が続く。 

家中に散乱した家具、調度品を一つ

一つ整理する。思い出の品もあるの

で注意が必要だ。 

全国からＹＭＣＡに送られてきた物資。

この他にも自転車20台を宮古市社会福祉

協議会、洗濯機30台を各避難所、ボラン

ティアセンターに届けた。 

ヘドロを除去した後は、高圧洗浄機で洗い

流す。これが大活躍。 

時には、床下にもぐりこんでの洗浄

作業も。 
 

重油や、海水を吸った畳は、重た

く、大人二人でも大変な作業だ。

教会周辺から次第に遠方での作業

の依頼が増えてきた。 

岩手大学とのコラボレーション 

宮古において震災当初は、ボランティ

アの主力は、地元の先生や高校生たち

だった。4月になり、授業がはじまり、

ボランティア不足が懸念される中、授

業開始が5月初旬にずれ込んだ岩手大学

がボランティアバスで毎日のように学

生ボランティアを派遣してくれた。授

業が始まった現在も毎週土曜日に学生

を派遣してくれている。 

 



東郷珠江です。滋賀ＹＭＣＡユースボラン

ティアリーダーＯＢ、保育士、社会福祉士

として、この度ご縁があり宮古の地で２ヶ

月間ボランティア活動に参加させて頂いて

います。 

２０１０年夏から世界旅行中！ 

合言葉はＳｍｉｌｅ！！ 

 今後、被災地への支援は、長期的に行われて行きます。リアス式海岸の入

り江ごとに点在する被災地の復興は、今までの震災に比べ、さらなる困難と

長期化が予想されます。 

 盛岡YMCAは、全国のYMCAの支援を受け、長期的な支援を宮古をベースに

行っていく予定です。皆様のご協力をお願い申し上げます。 

●救援・復興募金は、次のいずれかの方法でご納入いただけます。 

    ① 郵便振替（同封の払込取扱用紙をご利用下さい。） 

   口座記号番号 02290-9-54655  

     ※通信欄に 東日本大震災被災地支援募金とご記入下さい。   

    ② 銀行振込み（下記口座にお振込み下さい） 

        北日本銀行本店 普通預金 

        口座番号：7029115 

           名  義：盛岡YMCA東日本大震災被災地支援口 

            理事長 石渡隆司 
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 5月になると側溝のヘドロの除去のニーズ

が増えてきた。高齢化が進み、地域共同での

ドブ掃除ができなくなって10年になる町内も

ある。震災から時がたつにつれ、地域の抱え

る課題が浮き彫りになってくるは、阪神のと

きと同様だと神戸からのスタッフが語ってい

た。 

新たなステージに向けて 

 大阪ＹＭＣＡ ＯＢの池田勝一氏が宮古ボ

ランティアセンター所長に就任。阪神大震災

や長年のＹＭＣＡの地域活動の経験をいか

し、宮古における次のステージの活動にむけ

て準備を開始した。 

高校生ボランティア受け入れ 

 

 横浜の聖光学院高等学校が盛岡ＹＭＣＡ

宮古ボランティアセンターを拠点にボラン

ティア活動を行った。 

6月5日～8日、6月8日～11日と2グループに

分けて総勢80名の高校生が参加した。オリ

エンテーションを受けてた後、ヘドロの除

去などの作業を行った。 

 10年、20年といわれる復興までの長い道

のりを考えると若い世代がこの地を訪れ、

考える機会を持つことはとても重要なこと

だ。 

← 地域の人たちとともに側溝の掃除をお

こなった。 

 北極点に到達した経験のある、菅

原さん宅のお掃除にお手伝いにいっ

たが、いつのまにか、講義に…。真

剣に耳を傾ける高校生たち。ボラン

ティアは、してあげるのではなく、

ボランティア自身が学んで行くこと

が大切だ。 

宮古あきんど復興市出店  これからは、地域でなに

か楽しいことを行う。そし

てより地域に溶け込むこと

が大切。池田所長の提案

で、宮古あきんど復興市に

参加。大阪から、ＹＭＣＡ

ののぼりや鉄板を取り寄

せ、お好み焼き、たこ焼き

の店を出店。本場大阪のた

こ焼き、お好み焼きには、

行列ができた。 

 今後、避難所、仮設住宅

などにも出前出店予定。 

登校時、交通整理 宮古の中央通り

の信号は、所に

よ り、電 気 が

通っていない箇

所がある。 

 6月から、朝、

Ｙ Ｍ Ｃ Ａ の ス

タッフが交通整

理のボランティ

アを開始してい

る。 



暑くなってきたからこそ… 
草刈りの依頼が増えてきています。こちらは仮設から

引っ越す予定の家。細かい部分は手作業。  

               (7月4日 中里団地) 

 今後、被災地への支援は、長期的に行われて行きます。リアス式海岸

の入り江ごとに点在する被災地の復興は、今までの震災に比べ、さらな

る困難と長期化が予想されます。 

 盛岡YMCAは、全国のYMCAの支援を受け、長期的な支援を宮古をベース

に行っていく予定です。皆様のご協力をお願い申し上げます。 

 

●救援・復興募金は、次のいずれかの方法でご納入いただけます。 

    ① 郵便振替（同封の払込取扱用紙をご利用下さい。） 

   口座記号番号 02290-9-54655  

   ※通信欄に 東日本大震災被災地支援募金とご記入下さい。   

    ② 銀行振込み（下記口座にお振込み下さい） 

        北日本銀行本店 普通預金 

        口座番号：7029115 

           名  義：盛岡YMCA東日本大震災被災地支援口 

            理事長 石渡隆司 
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 7月に入り、盛岡YMCA宮古ボランティアセンターの活動は少しずつ変化してきました。これまでは津波が浸水したお家の片づけ

を中心に、ヘドロの除去などの作業を行ってきました。それに加え7月から避難所や仮設住宅でのたこ焼・焼きそばの炊き出しを

行っています。7月中に行った場所は、宮古小学校避難所、赤前小学校仮設住宅、中里団地仮設住宅、宮古教会前、愛宕小学校仮設

住宅の6か所です。それぞれの場所でたくさんの方にお越しいただき楽しんでいただきました。人が集まると会話が生まれ、普段な

かなかお家から出てこない方も出てきて行列に並びながら会話を楽しんでいます。このように、たこ焼きや焼きそばを通して多く

の出会いや関わりを作るお手伝いをさせていただいております。これからも、このような機会を設けながら、楽しく人が集う場を

作っていきたいと考えています。 (大塚) 

盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター ７月活動報告 

まだまだ終わらない 
床をはがしてヘドロの除去を行っています。津波が浸水したお宅では、

浸水部分の壁、天井の除去洗浄の作業を行っています。   

                       (7月5日 宮古市街） 

笑顔集う場所 
宮古小学校避難所で行われた炊き出し。本格仕様

の鉄板で、味にも自信あり!大勢の人が集まり、

たこ焼きを通して多くの会話が生まれています。

この時間がとても大切なように思えます。                            

        (7月9日 宮古小学校避難所) 

頼れる若い力 
岩大生のボランティアです。毎週土曜日に来て

くださっています。  (7月18日 宮古市街) 

また、青山大学女子短期大学からもボランティ

アに来てくださいました。 (7月19日～21日) 

新メンバー加入！ 
新メンバーとは車のほうです。たちばな建

設株式会社、長浜ワイズメンズクラブ、滋

賀YMCAのご協力で車をご支援いただきまし

た。今後この車を活用させていただき、さ

らに活動を展開させていきたいです。 

(7月23日 新メンバー、滋賀YMCA、長浜ワ

イズメンズクラブの方々と記念撮影) 



 今後、被災地への支援は、長期的に行われて行きます。リアス式海岸

の入り江ごとに点在する被災地の復興は、今までの震災に比べ、さらな

る困難と長期化が予想されます。 

 盛岡YMCAは、全国のYMCAの支援を受け、長期的な支援を宮古をベース

に行っていく予定です。皆様のご協力をお願い申し上げます。 

 

●救援・復興募金は、次のいずれかの方法でご納入いただけます。 

    ① 郵便振替（同封の払込取扱用紙をご利用下さい。） 

   口座記号番号 02290-9-54655  

   ※通信欄に 東日本大震災被災地支援募金とご記入下さい。   

    ② 銀行振込み（下記口座にお振込み下さい） 

        北日本銀行本店 普通預金 

        口座番号：7029115 

           名  義：盛岡YMCA東日本大震災被災地支援口 

            理事長 石渡隆司 
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 8月は子どもたちの夏休みとなり、お盆もあり宮古の人々にとっても行事などがたくさんある期間でした。今年のお盆は宮

古の方々の中でも初盆になった方が多く、特別なお盆になったと思います。犠牲者の方々のご冥福をお祈りいたします。 

 7月の後半から宮古市も夏休みとなり8月6日には南公園の仮設住宅ではたこ焼・焼きそばに加え、スイカ割りとスイカの種

飛ばしを行いました。4歳から小学校6年生までの子どもたちが仮設住宅となっている公園の脇で無邪気に笑顔を見せながら

遊ぶ姿は大人の方々にも元気を与えたようで笑顔で見守るお父さんお母さんがたくさんいらっしゃいました。   (大塚) 

盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター 8月報告書 

南公園仮設でたこ焼・

焼きそば・スイカ割り

をしました。 

（8月6日 南公園仮設） 

 お盆期間中はたくさんのボランティアの方々

が来てくださいました。 

（盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター） 

ボランティアの方がバルーンアートを

行ってくださいました。 

       （8月6日 南公園仮設） 

南公園に集まった子どもたちと一緒に撮った1枚。    

（8月6日 南公園仮設） 

「ＹＭＣＡ］と背中に大

きく書かれたハッピを着

て、たこ焼き・焼きそば

を提供。お祭りの屋台み

たいです。 

（8月6日 南公園仮設） 

宮
古
で
の
活
動
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 盛岡YMCAは、全国のYMCAの支援を受け、「盛岡YMCA宮古ボランティアセ

ンター」開設し、長期的な支援を宮古をベースに行っています。皆様のご

協力をお願い申し上げます。 

 

●救援・復興募金は、次のいずれかの方法でご納入いただけます。 

    ① 郵便振替（同封の払込取扱用紙をご利用下さい。） 

   口座記号番号 02290-9-54655  

   ※通信欄に 東日本大震災被災地支援募金とご記入下さい。   

    ② 銀行振込み（下記口座にお振込み下さい） 

        北日本銀行本店 普通預金 

        口座番号：7029115 

           名  義：盛岡YMCA東日本大震災被災地支援口 

            理事長 石渡隆司 
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盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター ９月報告書 

宮
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で
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☆
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７
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９
７
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☆
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ラ
ン
テ
ィ
ア
数 
３
７
６
４
人 

 9月11日で震災から半年と同時に18日でYMCAが宮古の地で活動を開始し、半年が経過しました。この半年間ゆっくりとしたス

ピードでしたが、じっくりと宮古の地に根ざした活動を行ってきました。3月に活動を開始した時は、宮古にはYMCAが無く、宮古

の方々がYMCAを知らない中での活動スタートでした。半年たった今、多くの方に声をかけられたり、教会まで足を運んでくださっ

て多くの作業の依頼を受けたりするようになりました。このように私たちは宮古の街に、コミュニティーに受け入れられて活動の場

が与えられていることを感じながら、毎日の作業を行っています。宮古の方々に受け入れていただけるようになったのは、ボラン

ティアの方々が一生懸命作業している姿を見ていただいたり、作業に伺ったボランティアの方やスタッフがコミュニケーションをと

る中で信頼関係を築くことができたからだと思います。私たちは6か月という時間をかけて、多くの方々が宮古の方々と向き合って

築いた信頼という財産をこれからも大切に活動を行っていかなければなりません。 

 9月4日は大阪YMCAのスタッフ・リーダーが来て下さり、

鍬ヶ崎小学校で運動会を行いました。この鍬ヶ崎地区は津波の

大きな被害をうけ、約800世帯の家が無くなったそうです。仮

設住宅へ移り住んでの生活が始まっていますが、仮設住宅の場

所はバラバラでなかなか今までのように会うことができないそ

うです。そこでYMCAでは運動会を企画し多くの方が集う場を

設け、思いっきり体を動かし、大きな声をだして笑ってもらい

たいと今回の運動会を行いました。約80名の方々がいらっ

しゃって、子どもも大人も一緒に身体を動かし、大きな声を出

して楽しむことができました。おじいちゃん、おばあちゃんも

子どもたちが笑顔で走り回っているのをみて笑顔になっていた

だき、楽しい時間を過ごすことができました。 

 これから宮古は秋から冬に向けてどんどん寒くなります。冬

に向けて準備を進めながら、宮古の人々のそばで活動を行って

いきたいと考えています。 

↓フォークダンス 

↓
運
動
会
後
の
炊
き
出
し 

↓じゃんけん列車 

↑応援合戦相談中…。 

→応援合戦！ 

↑玉入れ 



  

 盛岡YMCAは、全国のYMCAの支援を受け、「盛岡YMCA宮

古ボランティアセンター」開設し、長期的な支援を宮古

をベースに行っています。皆様のご協力をお願い申し上

げます。 
●救援・復興募金は、次のいずれかの方法でご納入いただけま

す。 

    ① 郵便振替（同封の払込取扱用紙をご利用下さい。） 

   口座記号番号 02290-9-54655  

   ※通信欄に 東日本大震災被災地支援募金とご記入下さい。   

    ② 銀行振込み（下記口座にお振込み下さい） 

        北日本銀行本店 普通預金 

        口座番号：7029115 

           名  義：盛岡YMCA東日本大震災被災地支援

口       理事長 石渡隆司 
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ブ
、
た
ち
ば
な
建
設

株
式
会
社
、
滋
賀
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

東
日
本
区
、
高
橋
千
鶴
子
、
小
川
武
、
山
澤
美
和
、
八

幡
浜
教
会
、
豊
中
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
タ
ナ
カ
ヒ

ロ
ア
キ
、
東
京
東
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
敬
和
学
園

大
学
、
名
古
屋
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
北
村
工
務

店
、
東
京
八
王
子
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンター １０月報告書 

宮
古
で
の
活
動
実
績 

(

９
月
末
日
の
べ
人
数) 

 

 

☆
受
益
者
数 

 
 
  

１
１
４
８
３
人 

  

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

５
６
４
３
人 

 9月17日、18日の2日間で「みやこ秋まつり」にたこ焼きとお好み焼きの出店、そして山車を引くお手伝いをさせていただきまし

た。このお祭は実施するかどうか議論されてきましたが、宮古の町に再び活気を取り戻そうと開催を決定して行われました。お祭り

には多くの方が来て下さり、賑やかな時間を過ごしました。会場の中を歩いていると、YMCAのゼッケンや名札を見て声をかけて下

さる方が多くいらっしゃいました。毎日横断歩道で立っている前を車で通っていたり、買い物でお世話になっていたり、作業風景を

ご覧になられたりと日々私たちの事を見て下さっている方から「いつも御苦労さま」、「いつもありがとう」と声をかけて下さりま

した。少しずつですがYMCAが宮古の地で知られている事を感じることができました。また山車を引っ張るお手伝いでは、地域のお

ばあちゃんに踊りを教えていただきながら、山車を引っ張りました。たこ焼きやお好み焼きを通して、また山車を引くなかで様々な

地域の方々との関わりがありました。 

 これから宮古は冬に向けてスピードを上げて寒くなっていきます。震災のことを思い出す方も少なくないでしょう。そのような方

に寄り添いながら、必要なサポートを行っていきたいと考えています。 

↑みんなでこの山車を引っ張りました。 
           （9月17日 魚菜市場前の道路） 

↓
以
前
宮
古
小
学
校
で
た
こ
焼
き
を 

 

や
っ
た
と
き
に
来
て
く
れ
た
中
学
生 

 

が
ま
た
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

（
９
月
１
７
日 

魚
菜
市
場
） 

↑お客さんに手相を見てもらっています 
           （9月17日 魚菜市場） 

↑みやこ秋まつりたこ焼きの屋台 
        （9月17日 魚菜市場） 

↑
こ
れ
か
ら
引
く 

 
 
 
 

山
車
の
前
で
。 

 

（
９
月
１
７
日 

魚
菜
市
場
） 



 

←左胸には、漁

師をデザインし

たマーク。背中

に は、「浜 守

人」の文字がプ

リント。→ 

宮古観光協会公認 ＹＭＣＡ宮古復興支援Ｔシャツ 

←左袖には、宮

古市のマーク

と、「復 興」

「本州最東端の

街」の文字がプ

リントされてま

す。 

←右袖には、YMCAのマークを特別プリ

ントしてもらいました。 

※ モデルは盛岡ＹＭＣＡ職員 家村知佳

さん（シロクマリーダー） 

★1枚 2.000円  ★サイズは、ＬＬ、Ｌ、Ｍ、Ｓ、ＳＳの5種類 

★色は、紺色。 文字、マークは白 

宮古に訪れたボランティアの間では、宮古観光協会が作成したＴシャツ「浜守人」が大人気です。“はんもうど”とは、宮古弁で漁師

の呼称です。正しくは「浜人」ですが、今回の震災の復興への願いをこめて「守」の文字を加えてデザインされています。一番打撃を

受けた水産業の振興が宮古市の復興の象徴となるように願いがこめられたものです。 

今回、宮古市の観光協会のご好意で、通常の「浜守人」Ｔシャツの右袖にＹＭＣＡマークのプリントを付け加え販売することが可

能になりました。しかも、通常のＴシャツと同じ値段でのご提供です。これは、全国の皆さんに宮古を覚えてもらいたい。陸中海岸国

立公園の真ん中に位置するそして美しい自然に溢れる宮古に一度足をはこんでほしいという願いがあるからです。 

このＴシャツの益金は、宮古市復興の義援金、ならびに盛岡ＹＭＣＡ宮古ボランティアセンターの支援活動に充てられます。 

いまなら豪華、三大特典 

★ 宮古市観光ガイドブック 

★ 浄土ヶ浜 ポストカード 

★ 「宮古におでんせ！」宮古観光協会の皆さんからのメッセージ。 

★協力してくれた宮古観光協会の皆さん↑ 


































